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人口面積( 60. 5. 1)
世 帯　219, 999
人口　629, 225
男　　318, 669
女　　310, 556

面積　　53. 25km2
人口密度11, 816人/ km2
《月2回( 5日、20日) 発行》

生 きものたちに聞く

河川の自然
足
立
区
は
周
囲
を
川
に
か
こ
ま
れ
て
お
り
、
河
川
面
積
は
、区
全
域
の
約
1
0
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
、
こ
の
豊
か
な
水
が
ぼ
内
の
水
田
農
業
を
支
え
て
瘴
ま
し
た
が
、
戦
後
の
急
速
な
経
済
威

艮
に
と
も
な
い
、
川
は
汚
れ
、
悪
臭
を
発
生
す
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
水
質

汚
濁
対
策
や
下
水
道
の
晋
及
に
よ
っ
て
徐
々
に
で
す
が
、
浄
化
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
美
し
い
水
辺

は
、
豊
か
な
緑
や
き
れ
い
な
空
気
と
と
も
に
、
快
適
な
環
境
を
構
威
す
る
咀
嬰
な
要
因
で
す
。
区
で

は
昨
年
度
、
区
内
7
河
川
の
魚
類
、
水
中
生
物
、
植
生
、
鳥
類
に
つ
い
て
調
査
し
、
そ
の
結
果
が
「
河

川
生
物
調
査
報
告
書
」
と
し
て
ま
と
ま
り
ま
し
た

。
こ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

が け

垳川
短
い
河
川
で
す
が
、

護
岸
に
は
ケ
ヤ
キ
、
エ

ノ
キ
、
ム
ク
ノ
キ
な
ど

の
高
木
や
ヤ
ブ
ツ
バ

キ
、
ク
ヌ
ギ
な
ど
の
中

木
が
あ
り
、
う
っ
そ
う

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
木

の
下
に
は
、
(
ラ
ン
、
ジ
ャ
ノ

ヒ
ゲ
な
ど
の
日
陰
を
好
む
植
物

が
あ
り
、
水
辺
に
は
マ
コ
モ
群

落
も
見
ら
れ
ま
す
。

鳥
類
は
ス
ズ
メ
、
ム
ク
ド
リ

が
多
ぺ

冬
期
は
、ヒ
ヨ
ド
リ
、

シ
メ
、
ユ
リ
カ
モ
メ
な
ど
も
多

く
見
ら
れ
ま
す
。

夏
は
、
葛
西
用
水
か
ら
の
農

業
用
水
が
流
入
す
る
た
め
、
モ

ツ
ゴ
が
大
量
に
と
れ
、
ま
た
、

ギ
ン
ブ
ナ
、
コ
イ
な
ど
も
捕
蹇

で
声
ま
し
た
。
底
生
動
物
は
、

あ
ま
り
い
ま
せ
ん

。

9
月
以
降
、
葛
西
用
水
の
水

門
が
閉
鎖
さ
れ
る
と
、
水
量
が

激
減
し

。水
質
も
悪
化
し
ま
す
。

花
畑
川

河
川
は
短
ぺ

護
岸
は
す
べ
て

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
す
。
護
岸
に
平

坦
な
部
分
が
一
部
あ
り
、
硬
瀬
川

よ
り
の
南
岸
に
は
植
物
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。

鳥
類
は
、
種
類
、
数
と
も
に
少

な
く
、
ス
ズ
メ
、
ム
ク
ド
リ
な
ど

市
街
地
の
島
が
多
く
い
ま
す
。
魚

類
は
コ
イ
、
ギ
ン
ブ
ナ
が
捕
蹇
で

さ
ま
し
た
。

底
生
動
物
は
、
夏
に
ヒ
メ
タ
ニ

シ
、
冬
に
ゴ
カ
イ
が
捕
覆
で
き
、

こ
れ
ら
は
イ
ト
ミ
ミ
ズ
よ
り
き
れ

い
な
水
を
好
み
ま
す
。

付
袒
藻
類
も
比
較
的
き
れ
い
な

と
こ
ろ
に
す
む
種
類
が
多
く
な
っ

て
い
李
す
。

綾瀬川 護
岸
は
ほ
と
ん
ど
コ
ン
ク
リ

ー
ト
で
、
植
物
の
量
は
少
な
い

が
種
類
は
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

上
流
部
・
八
潮
市
側
の
護
岸
が

途
切
れ
て
い
る
所
で
は
ヨ
シ
、

カ
ナ
ム
グ
ラ
な
ど
の
群
落
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

鳥
類
は
、
ス
ズ
メ
、
ド
バ
ト

な
ど
市
街
地
に
い
る
種
類
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
冬
に
は
少
数
で

す
が
ユ
リ
カ
モ
メ
、
ツ
グ
ミ
な

ど
が
い
ま
し
た
。

魚
類
は
捕
箋
で
き
ず
。
底
生

動
物
は
イ
ト
ミ
ミ
ズ
類
が
少
数

捕
箋
で
き
た
だ
け
で
し
た

。
付

着
藻
類
も
取
れ
ず
、

綟
瀬
川
は
い
ま
だ
汚

れ
が
激
し
い
こ
と
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。

中川
堤
防
に
は
、
シ
バ
や
シ
ロ
ツ
メ

ク
サ
、
オ
オ
バ
コ
な
ど
の
丈
の
低

い
植
物
が
生
え
、
浅
瀬
に
は
、
ヨ

シ
、
ヒ
メ
ガ
マ
の

小
さ
な
群
落
が
あ

り
ま
す
。

鳥
類
は
、
コ
サ

ギ
、ゴ
イ
サ
ギ
が
、

冬
に
は
ユ
リ
カ
モ

メ
、
ツ
グ
ミ
な
ど
が
見
ら
れ
ま
し

た
。魚

類
は
、
コ
イ
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ

ブ
ナ
、タ
ナ
ゴ
な
ど
種
類
が
多
く
、

8
2惣
の
大
型
の
(
ク
レ
ン
も
捕
箋

で
き
ま
し
た
。
底
生
動
物
は
下
流

で
は
ゴ
カ
イ
、
上
流
で
は
イ
ト
ミ

ミ
ズ
類
と
ヒ
メ
タ
ニ
シ
が
と
れ
ま

し
た
。
イ
ト
ミ
ミ
ズ
は
汚
れ
た
水

域
に
、
ゴ
カ
イ
と
ヒ
メ
タ
ニ
シ
は

イ
ト
ミ
ミ
ズ
よ
り
や
や
き
れ
い
な

水
域
に
生
息
し
て
い
ま
す
。

付
着
藻
類
は
、
比
較
的
き
れ
い

な
と
こ
ろ
に
す
む
種
類
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

中
川
は
区
内
で
最
も
水
質
が
良

好
な
河
川
で
す
。

荒
川

河
川
敷
は
多
く
の
部
分
が
埋

め
立
て
整
地
さ
れ
、そ
こ
に
は
、

シ
バ
、
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
、
オ
オ

バ
コ
な
ど
丈
の
低
い
植
物
が
生

え
て
い
ま
す
。

人
の
あ
ま
り
入
ら
な
い
と
こ

ろ
に
は
、
ヨ
モ
ギ
。
ブ
タ
ク
サ

な
ど
が
生
え
、
埋
め
立
て
の
し

て
い
な
い
と
こ
ろ
や
、
水
辺
に

は
丈
の
高
い
ヨ
シ
や
ヒ
メ
ガ

マ
、
オ
ギ
な
ど
の
群
落
が
あ
り

ま
す
。

鳥
類
は
種
類
、数
と
も
多
く
、

ス
ズ
メ
、
ド
バ
ト
な
ど
市
街
地

で
見
か
け
る
鳥
の
ほ
か
、
ヒ
バ

リ

、カ
ル
ガ
モ
、コ
チ
ド
リ
な
ど

も
見
ら
れ
ま
し
た
。刄
ほ

、渡
鳥

の
ツ
グ
ミ
、オ
ナ
ガ
ガ
モ
、コ
ガ

モ
が
多
数
観
測
で
き
ま
し
た
。

底
生
動
物
は
汚
れ
に
強
い
イ

ト
ミ
ミ
ズ
類
が
多
く
、
付
着
藻

類
で
も
汚
れ
た
水
域
に
い
る
種

類
が
多
い
状
況
で
す
。

魚
類
で
は
、
コ
イ
、ニ
ゴ
イ
、

モ
ツ
ゴ
、
ボ
ラ
が
と
れ
ま
し
た

が
、
常
時
魚
が
い
る
状
況
で
は

あ
り
ま
せ
ん

。

けなが

毛長川 堤
防
上
の
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ

チ
ソ
ウ
か
ら
順
次
水
辺
に
向
か

っ
て
、
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
、
ス
ギ

ナ
な
ど
と
連
な
り
、
湿
潤
地
の

マ
コ
モ
群
落
と
き
れ
い
な
値
生

と
な
っ
て
い
ま
す
。

鳥
類
は
、
ス
ズ
メ
、
ム
ク
ド

リ
が
多
ぺ

冬
は
ツ
グ
ミ
が
多

数
観
測
で
き
ま
し
た
。

舎
人
四
丁
目
付
近
の
夏
の
魚

類
調
査
で
は
、モ
ツ
ゴ
が
、
底

生
動
物
で
は
サ
カ
マ
キ
ガ
イ
な

ど
が
兒
ら
れ
ま
し

た
。ほ
か
で
は
魚
は

取
れ
ず
、
汚
れ
に
強

い
イ
ト
ミ
ミ
ズ
類
が

ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

隅
田
川

堤
防
は
直
立
し
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
護
岸
で
あ
り
、
阿
川
敷
が
な
い

た
め
植
生
は
兒
ら
れ
ま
せ
ん

。

鳥
類
は
生
息
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
中
流
部
の
小
台
処
理
場
付
近

に

、
え
さ
を
求
め
て
カ
ル
ガ
モ
が

多
く
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
冬
に
は

渡
鳥
の
ツ
グ
ミ
、
オ
ナ
ガ
ガ
モ
が

観
測
で
さ
ま
し
た
。

魚
類
は
全
域
で
捕
笈
で
き
ず
、

汚
れ
た
水
域
に
す
む
、
イ
ト
ミ
ミ

ズ
が
大
量
に
と
れ
、
水
質
が
悪
い

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す

。

調査対象河川図

◎ 底生動物・・・粐川などの水底に生活する動物
◎ 付着藻類・・・河岸やがれき。僑げたなどに生　　　　　　　　　　　　　　

11
・・・そう

活し ている非常に小 さな藻。今回は 珪霞を
調 査しました。
こ れらは魚類ととも に、水の汚 れを 知る目
安となります。

※ 「河川生物調 査報告 書」等に関する問い 合
せは 環境課まで。

う
っ
そ
う
と
木
が
茂
る
垳
川
の
ほ
と
り

中川とともに生きる
中川投網保存会会長 小 泉新 次さ ん

「
昭
和
2
5年
頃
ま
で
は
川
魚

を
と
り
、
千
住
の
市
場
ま
で
連

ん
で
い
た
ん
で
す
。
お
そ
ら
く

専
業
の
漁
師
は

、
区
内
で
は
私

の
家
だ
け
だ
っ
た
で
し
ょ
う
」

と
な
つ
か
し
そ
う
に
語
る
佐
野

在
庄
の
小
泉
新
次
(
6
4
)さ
ん
。

魚
に
悪
臭
が
つ
き
、
売
れ
な

く
な
っ
た
た
め
、
や
む
を
樽
ず

釣
船
業
に
変
え
た
そ
う
で
す

。

今
、
中
川
に
は
昔
い
た
魚
た

ち
も
少
し
ず
つ
帰
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

で
も
。「
喬
水
と
川
の
水
が
入

り
混
じ
っ
た
独
特
の
香
り
は
、

も
う
望
ん
で
も
無
理
で
し
ょ
う

ね
え
」。川
を
愛
す
る
複
雑
な
気

持
ち
が
去
来
し
て
い
る
よ
う
で

し
た
。

グ
ル
ー
プ
で
施
設
見
学
を

グ
ル
ー
プ
で
施
設
見
学
会

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

昨
年
オ
ー
ブ
ン
し
た
公
園

を
中
心
に
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
ご
案
内
し
ま
す
。

日
時
　
7

月
1
8日
、9
月
3

・
4
日
、
午
前
9
時
3
0分
I

午
後
4
時
(
雨
天
実
施
)

見
学
施
設
　
花
畑
記
念
庭

園
、
見
沼
代
親
水
公
園
、

都
市
農
業
公
園
ほ
か

対
象
　
1
8
歳
以
上
の
健
康
な

区
民
で
構
成
さ
れ
る
1
5人

以
上
2
4人
以
内
の
ク
ル
ー

プ
申
込
方
法
　
所
定
の
申
し
込

み
用
紙
が
広
報
課
に
あ
り

ま
す
の
で
穆
加
希
望
日

T

グ
ル
ー
プ
の
申
し
込

み
は
、―
回
1
日
に
限
る
)

を
決
め
た
う
え
、
代
表
の

方
が
直
接
窓
口
へ
お
い
で

く
だ
さ
い

※
昼
食
は
持
参
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
多
数
の
燮

に
は
抽

選
に
な
り
ま
す

。

申
込
期
限
　
6

月
2
5日

申
込
・
問
合
せ
先
　
広
聴
係

投
票
所
が
変
わ
り
ま
す

7
月
7
日
の
都
議
会
議
員

選
挙
か
ら
、
次
の
地
域
に
お

住
ま
い
の
方
の
投
票
所
が
変

わ
り
ま
す
。

【
舎
人
6
丁
目
、
入
谷
3
　

一
4
一
6
・
7
一
8
一
9

丁
目
】

新
投
票
所
　
入
谷
中
学
校

□
投
票
所
の
名
称
変
更

関
原
保
育
園
が
関
原
不
動

に
変
わ
り
ま
す
。
場
所
は
今

ま
で
と
同
じ
で
す
。

<
選
挙
管
理
委
員
会
>

緑
を
大
切
に
し
よ
う

6
月
5
日
～
1
1
日

環
境
週
間

毎
年
「
世
界
環
境
デ
ユ

の
6

月
5
日
を
初
日
と
し
て
、
環

境
週
間
を
設
け
て
い
ま
す
。

人
間
が
人
間
ら
し
い
生
活
を

送
る
た
め
に
必
要
な
環
境
を
確

保
す
る
こ
と
が
、
環
境
問
題
に

対
す
る
基
本
的
な
考
λで
す
。

＝
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

緑
は
、
人
間
が
健
康
で
文
化

的
な
生
活
を
営
む
う
ぇ
で

、
欠

か
す
こ
と
が
で
4
歪
せ
ぺ

子

孫
に
縁
豊
か
な
環
境
を
残
す
た

め
に
も
緑
を
育
て
、
人
切
に
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

区
で
は
、「
緑
と
水
の
豊
か
な

潤
い
の
あ
る
ま
ち
」
づ
く
り
を

め
さ
し
て
、
各
種
の
緑
化
施
策

を
進
め
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
。願
い

し
ま
す
。

苗
木
の
即
売
会

家
庭
や
地
域
に

。み
ど
P

を
増
や
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

苗
木
の
即
売
会
を
行
い
ま
す
。

苗
木
は
、
良
質
で
安
価
で
す
。

ま
た
、
園
芸
用
土
、
肥
料
、

叭
木
鉢
な
ど
の
即
充
や
「
緑
の

相
談
」コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ

、
お
い
で
く
だ
さ
い

。

日
時
・
場
所
　
下
表
の
と
お
り

問
合
せ
先
　
緑
化
係

緑
の
協
定

緑
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と

し
[
［
緑
の
協
定
」
の
締
結
を
希

望
す
る
事
業
所
等
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

対
象
は
、
敷
地
面
積
千
平
方

び
以
上
の
事
業
所
・
工
場
等
で

す
。
協
定
事
業
所
等
に
は
、
苗

木
の
供
給
や
緑
に
つ
い
て
の
助

言
・
指
導
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
緑
化
係

※
時
川
は
い
ず

れ
も
、

―
加
川
時
～
午
僮
4

時
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福祉事業
あんない

ご
利
用
く
だ
さ
い

福
祉
事
務
所
の
相
談

身
体
に
障
害
の

あ
る
方
に

身
体
上
な
を
り
か
の
障
害
の
あ

る
方
に
、
身
体
障
害
者
福
祉
司
が

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
・
補
装

具
や
更
生
医
療
の
給
付
・
家
庭
奉

仕
鰄
等
の
派
遣
な
ど
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

精
神
薄
弱
者
(
児
)
の

こ
と
で
お
困
り
の
方
に

精
神
薄
弱
者
(
児
)

の
力
の
援

躪
施
設
へ
の
入
所
、
「
愛
の
手
帳
」

の
交
付
な
ど
に
つ
い
て
、
精
神
薄

弱
名
糊
祉
司
が
相
談
に
C

じ
て
い

ま
す
。

母
子
家
庭
の
方
に

相
談
　
母
子
相
談
員
が
2
0歳
未
薦

の
児
童
の
い
る
母
子
家
庭
の
経

済
上
の
問
題
、
児
童
の
就
学
な

ど
の
相
鮫
に
応
じ
て
い
ま
す

貸
付
制
度
　
経
済
的
自
立
の
助
成

を
目
的
に
、
事
業
閲
始
・
継
続

資
金
・
住
宅
補
修
金
・
就
職
・

就
学
支
度
金
な
ど
煢

必
要
に

心
じ
て
貸
付
け
し
て
い
ま
す

母
子
寮
　
生
活
環
境
を
変
え
て
児

章
を
餐
育
し
た
い
母
子
家
庭
の

万
に
母
子
寮
入
所
制
度
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
急
に
宿
泊
先
の

な
く
な
っ
た
母
子
に
、
-
。
時
的

な
宿
所
を
賚
供
し
、
坏
瓱
相
談

に
C
じ
る
一
時
保
麗
所
も
あ
り

毒
y

単
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム

指
定
の
国
民
宿
舎
を
年
一
回
・

―
泊
2
日
に
限
り
、
無
料
で
利

用
で
蓉

子

単
親
家
庭
家
事
援
助
者
派
遣

親
の
軻
気
や
け
が
の
た
め
、

児
童
の
世
話
に
困
っ
た
時
、
介

躓
人
を
菽
遣
し
ま
す

ご
婦
人
の
方
に

夫
の
酒
乱
、
暴
力
行
為
か
ら
逃

れ
て
一
時
的
に
保
霞
を
求
め
る
婦

人
や
複
碓
な
問
題
を
か
か
え
て
困

っ
て
い
る
婦
人
を
対
象
に
相
談
に
C

じ
て
い
ま
す

児
童
相
談

児
童
福
祉
司
が
子
供
の
養
育
、

障
害
児
な
ど
子
供
の
問
題
に
つ
い

て
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

。

相
談
日

毎
週
月
・
木
曜
日

午

前
9
時
～
正
午
(
中
部
福
祉
事
務

所
は
木
曜
日
の
み
)

家
庭
相
談

家
庭
相
麟
貝
は
、
家
庭
内
の
悩

み
ご
と
な
ど
の
聞
き
役
、
相
鮫
相

手
で
す
。
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
日
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

午
後
1
時
～
5
時

生
活
保
護

病
気
な
ど
の
理
由
か
ら
働
け
な

く
な
り
、
収
入
が
誠
っ
た
た
め
、

生
活
費
や
、
医
療
費
に
お
困
り
の

方
に
は
、
生
活
保
護
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

老
人
の
方
に

老
人
福
祉
指
導
主
事
が
老
人
ホ

ー
ム
へ
の
入
所
、
家
庭
奉
仕
鶫
等

の
派
遣
、
日
常
牛
居
用
具
の
給
付

な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ろ
う
あ
者
の
方
に

手
話
通
訳
者
が
、
る
ひ
あ
者
の

方
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

今
年
度
か
ら
各
福
祉
事
務
所
と

も
、
相
談
日
が
毎
月
第
4
木
曜
口

(休
・
祭
日
に
当
っ
た
と
き
は
翌

日
)
の
午
後
1
時
か
ら
4

時
ま
で

に
変
更
に
な
n
ま
し
た
。

◎
相
鮫
・
問
い
合
わ
せ
は
、
い
ず

れ
も
管
轄
の
福
祉
事
務
所
へ

お
持
ち
で
す
か

身
体
障
害
者
手
帳
・
愛

の
手
帳

□
身
体
障
害
者
手
帳

身
体
障
害
者
(
児
)
の
方
か
、

い
ろ
い
ろ
な
更
生
援
護
を
受
け
る

た
め
の
手
帳
を
交
付
し
て
い
ま

す
。手

帳
を
交
付
さ
れ
る
と
そ
の
障

害
の
程
度
に
よ
り
、
補
装
貝
の
給

付
や
、
交
通
機
関
の
料
金
割
引
、

各
種
の
税
の
減
免
な
ど
の
援
護
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
先
　

各
福
祉
事
務

所
□
愛

の

手

帳

精
神
薄
弱
者
(
児
)
の
方
が
、

い
ろ
い
ろ
な
更
生
援
護
を
受
け
、

ま
た
、
社
会
の
理
解
と
筋
力
を
凍

め
る
た
め
の
手
帳
を
交
付
し
て
い

ま
す
。手
帳
を
お
持
ち
に
な
る
と
、

交
通
機
関
の
料
金
割
引
や
各
種
の

税
の
減
免
な
ど
の
援
護
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

申
請
先
　
7
1
8
歳
未
満
の
方
・・・東

京
都
足
立
児
童
相
談
所
(
〒
1
2
3
　

西
新
井
本
町
3
F
8
1
4

　

a
1
1
8
1
)

▽
1
8歳
以
上

の
方
…
東
京
都
心
身
陣
害
者
橸

祉
セ
ン
タ
ー
(
〒
1
6
2新
宿
区
戸

山
3
-
1
7
-
2

　
匐
6
1
4
1
)

問
合
せ
先
　

各
福
祉
事
筋
所

身
体
障
害
者
の
方
へ

有
料
道
路
通
行
料
が

割
引
き
に
な
り
ま
す

下
肢
、
ま
た
は
体
幹
機
能
障
害

で
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
が
、
本
人
書
た
は
生

計
を
一
に
す
る
人
が
所
有
す
る
乗

用
自
励
車
(
営
業
用
を
除
く
)
を

運
転
し
有
料
道
略
を
利
用
す
る
場

合
、料
金
が
5
創
引
に
な
り
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
先
　

各
福
祉
事
務

所

足 立 福 祉 事 務 所
8883141

中 部 福 祉 事 務 所
8891481

東 部 福 祉 事 務 所
f 16057105

西 部 福 祉 事 務 所
897・5011

北 部 福 祉 事 務 所
8836800

手 当 受 給 の 方 は

現況届の提出を

児童手当・特例給付・児童育成手当

児
童
手
当
・
特
例
給
戉

。児
童

育
成
手
当
を
受
け
て
い
る
方
に
、6

月
下
旬
に
現
況
届
用
往
復
(
ガ

キ
を
送
り
ま
し
た
が
、
も
う
届
き

ま
し
た
か
。

現
況
届
は
、6
月
1
日
現
在
の

あ
な
た
の
家
族
等
の
状
況
を
申
告

す
る
も
の
で

、
昭
和
6
0年
度
(
昭

和
6
0年
6
月
1
6
1
年
5
月
)
の
手

当
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
届
け

で
す
。

《
6
月
3
0
日
が
現
況
届
の
提
出
期

限
で
す
》

お
送
り
し
た
往
復
(

ガ
キ
の
返

信
欄
「
昭
和
6
0年
度
児
童
手
当
(
特

例
給
付
)
現
況
届
≒

昭
和
6
0年
度

児
童
育
成
手
当
現
況
届
」
記
載
さ

れ
て
い
る
内
容
を
確
認
し
、
必
要

な
事
項
を
記
入
の
う
凡
切
手
を
ほ

ら
す
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

特
例
給
付
を
受
給
の
方
に
は
、

封
書
で
4
苻
し
て
あ
り
ま
す
。
現

況
届
(
ガ
キ
と
年
金
加
入
証
明
書

用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

会
社
等
で
証
明
を
受
け
、
現
況
届

と
年
金
加
入
匪
明一
を
い
っ
し
ょ

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、6
月
1
日
現
在
、
会
社

等
を
退
職
し
、
厚
生
年
金
等
に
加

入
し
な
く
な
っ
た
燮

は
、
現
況

届
の
み
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

各
手
当
の
現
況
届
を
提
出
し
な

い
と
6
月
分
か
ら
の
乖
当
が
受
け

ら
れ
な
く
な
n
4

ヂ

の
で

、
必
ず

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
(
ガ
キ
が
届
い
て
い
な
い

方
は
、
ご
面
倒
で
も
児
童
手
当
係

窓
口
に
直
接
印
か
ん
を
持
参
し
て

手
続
齋
娶
し
て
く
だ
さ
い
。

《
手
当
を
振
込
み
ま
す
》

6
月
期
支
払
分
(
昭
和
6
0年
2

月
～
5

月
)
の
児
童
手
当
・
特
例

給
付
・
児
章
育
成
手
当
金
は
、
手

当
を
受
け
て
い
る
方
自
身
で
指
定

し
た
金
融
機
関
の
預
金
口
座
に
6

月
1
2日
(
水
)
に
振
り
込
み
ま
す
。

問
合
せ
先
　
児
童
手
当
係

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

□
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら

れ
な
い
方
へ

保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
年
金
を
受
け
ら

れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。経

済
的
な
事
情
な
ど
で
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、
保
険

料
免
除
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

手
続
き
方
法
　
国
民
年
金
屎
、

ま
た
は
出
張
所
へ
印
か
ん
・

年
金
手
帳
を
痔
尠
し
f
七
だ

さ
い
。

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
屎
記
録

係
□
6
月
は
国
民
年
金
の
支
払
月

で
す

老
齢
年
金
　
年
4
回
(
6
月
・

9
月
・
H
月
・
3
月
)

通
算
老
齢
年
金
　
年
2
回
(
6

月
・
1
2月
)

障
害
・
母
子
年
金
等
　
年
4
回

(
6
月
・
9
月
・
1
2月
・
3

月
)

支
払
日
　

▽
銀
行

、
信
用
金

庫
等
を
指
定
し
た
場
合
・
:老

齢
・
通
算
老
齢
年
金
は
6
日

以
降
、
障
害
・
母
子
年
金
等

は
1
日
以
降

▽
郵
便
局
を

指
定
し
た
場
合
・
:
1
4日
以
降

※
な
お
、
受
給
権
者
現
況
届
を

提
出
し
な
い
と
、
年
金
の
支
払

い
が
差
し
止
め
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で

、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
課
給
付

係

足
立
区
観
光
協
会
の

ご

案

内

□
会
員
募
集

当
協
会
は
、
水
と
緑
の
量
か

な
「
ふ
る
さ
y
足
立
区
」の
姿

を
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た

だ
責

足
立
区
の
発
展
を
側
面

か
ら
援
助
す
る
こ
と
を
目
的
に

次
の
よ
う
な
事
業
活
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
入
会
く

だ
さ
い
。

□
事
業

▽
芸
能
大
会

▽
花
火
大
会

▽
観
光
地
め
ぐ
り

▽
区
内

観
光
施
般
め
ぐ
り

▽
観
光

事
業
行
事
に
対
す
る
後
援

▽
観
光
マ
ッ
プ
の
配
付
な
ど

□
資
格

区
民
・
区
内
団
体
お
よ
び
法

人□
会
費入

会
金
・
:
無
料

年
会
賢
　

正
合
一
員
…
千
円

特
別
会
員

‘・・
3
千
円
以
上

□
特
典

協
会
の
催
す
事
業
に
無
料
ま

た
は
優
先
参
加
で
き
ま
す
。
刊

行
す
る
印
刷
物
の
無
料
ま
た
は

実
費
配
付
を
受
け
侭
れ
ま
す
。

申
込
先

経
済
課
内
観
光
協
余

事
務
局
ま
た
は
出
張
所

第
7
回
足
立
の

花

火

大

会

区
民
の
み
な
さ
ん
の
夏
の
風

物
詩
と
し
て
恒
例
に
な
Q
F

し

た
「
足
立
区
の
花
火
大
会
」
の

日
程
が
決
定
」
ま
し
た
。

日
時
　
7
月
2
5
日
(
木
)
午
後

7
時
1
5
分
～
8
時
4
5
分
(
雨
　

天
・
荒
天
の
場
合
は
冫
月
2
6

日
に
順
延
)

場
所
　
荒
川
河
川
敷
(
千
佳
新

僑
～
西
新
井
蟻
問
)

※
く
わ
し
く
は
、
別
途
「
あ
だ

ち
広
報
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す

。

問
合
せ
先
　
経
済
課
内
観
光
協

会
事
務
局

ホ
ッ
ホ
ッ
み
ん
な
来
い

螢
を
見
に
行
こ
う
!

夏
の
哽
奮
昊
蚕
が
足
口
区
の

元
渕
江
公
園
で
大
き
く
疳
ち
ま
し

た
。
き
れ
い
な
水
と
酘
ん
だ
空
気

で
し
か
兒
ら
れ
な
く
な
っ
た
蛍

が
、
足
立
区
の
良
中
で
兒
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
緑
か
か
っ
た
、
黄

色
の
流
れ
星
り
よ
う
に
飛
び
か
う

美
し
い
蛍
煢

ご
家
族
連
れ
で
見

に
來
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
6
月
1
0
日
1
1
7
日
(
昼
間

展
示
)
午
前
1
0
時
I
午
浚
4
時

※
な
お
、
6
月
7
、
8
、
9
日
は
。

午
後
7
畤
～
9
時
ま
で
夜
間
展

示
。
た
だ
し
、
雨
天
の
場
台
中
止

場
所
　
一
凡
溯
江
公
園

問
合
せ
先
　
公
園
課

あ

ん

ぐ

る

あ

ん

ぐ

る

つくし会支部

民謡民舞春季大会入賞

昭
和
6
0
年
度
全
日
本
民
謡
民
舞

春
季
大
会
で
、
足
立
K
の
つ
く
し

会
は
、
皀
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
部
で

「
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り
」
を
歌
い

見
事
、
最
優
秀
賞
の
内
閣
総
理
大

臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
民
謡
の
お
こ
り
の
労
働
の
歌

の
心
に
少
し
で
も
近
づ
こ
う
と
指
4

し
て
き
た
」
と
語
る
田
中
伊
久

秀
さ
ん

不

住
緑
町
在
住
)
。

敵
年
の
練
習
な
ど
で
は
双
寿
で

き
な
い
賞
だ
け
に
、
皆
さ
ん
喜
び

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

さ
ら
に
地
味
な
努
力
を
つ
く

し
、
み
が
き
か
か
か
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

販
売
し
て
い
ま
す

足
立
区
の
地
図

区
で
作
成
し
た
地
図
を
販
売

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

費
用
　
▽
白
図
(
絽
尺
5
千
分

の
1
～
2
万
5
千
分
の
I

5
種
類
)
・・洳
円
～
顛
円

▽
公
園
、
児
廩
遊
園
位
置

図
(
1

万
i
千
分
の
1
)
　

・・・
嶄
円

▽
水
路
図
T

万
2

千
分
の
1
)

・・
刈
円

▽

足
立
区
旧
町
村
古
遭
図
T

万
2

千
分
の
I
)

・
:嶄
円

販
売
・
問
合
せ
先
　
遭
路
台
帳

係

販
売
し
て
い
ま
す

区
の
刊
行
物

販
売
刊
行
物

▽
足
立
の
歴
史
・
;
嶺
円

▽
足
立
の
史
話
・
:
椢
円

▽
歓
字
で
琴
8

笠
・
:
7
0
0
円

▽
足
立
の
今
昔
…
千
瀲
円

▽
町
名
の
う
つ
り
か
わ
り
・
:

劔
円

▽
写
真
集
(
写
真
に

刻
み
込
ま
れ
た
足
立
区
5
0年

の
軌
跡
)
・
:千
涙
円

▽
レ

コ
ー
ド

へ
わ
か
ま
ち
足
立
)

・・・
巓
円

▽
文
化
財
調
査
報
告
S

板
碑
編
・・・
2
千
緊
円
、
古
文

S
綢
…
千
沺
円
、
絵
馬
編
・
:
2

千
迦
円
、
古
民
歌
綢
・・・千

聊
円
、
民
俗
綿
・・・千
珈
円

※
な
お
、
絵
馬
編
、
古
民
家
綢

民
俗
繃
は
、
6
月
5
日
か
ら
新

発
売
で
す
。

販
売
場
所
　
広
報
課
、
西
新
井

区
民
ホ
ー
ル

問
合
せ
先
　
広
報
課

お
子
さ
ん
の
こ
と
で

お
悩
み
の
方

へ

お
子
さ
ん
の
教
育
の
こ
と

で
、
お
悩
み
の
方
の
た
め
に
、

教
育
相
談
係
で
は
、
き
め
齠
か

な
相
談
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま

す
。
相
鮫
内
容
に
つ
い
て
は
秘

密
を
守
り
ま
す
。

▽
S
話
に
よ
る
教
育
相
談

日
時
　
火
曜
日
I
金
曜
日

午

前
十
時
～
午
後
四
時

　
捌

▽
面
接
に
よ
る
相
談

日
時
　
月
曜
日
I
土
曜
日

午

前
九
時
～
午
後
五
時
(

た

だ
し
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

場
所
　
教
育
セ
ン
タ
ー
歓
育
相

談
係

　
a
2
3
1

◎
教
育
相
談
東
部
分
室

日
時
　
月
曜
日
～
金
曜
日

午

前
九
時
I
午
後
四
時

場
所
　
北
三
谷
小
学
校
内
　
　
a

5
9
0
0

家
屋
等
を
新
築
・
改
築

さ
れ
た
方
へ

庄
居
表
示
実
施
地
区
内
に
家

屋
等
を
新
・
改
築
さ
れ
た
方

は
、
住
所
鷽
吋
け
る
た
め
の
届

出
か
必
脣
で
す
。

こ
の
届
出
が
な
い
と
正
し
い

住
所
が
付
け
ら
れ
ず
、
転
入
・

転
居
届
が
で
瘴稾
せ
へ

届
出

に
は
、
建
築
確
麗
S
一
式
と
印

か
ん
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

届
出
お
よ
び
問
合
せ
先
　
住
居

表
示
係
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あっちゃんの
歯のおはなし

歯の衛生週間
6月4日～10日

あ
っ
ち
ゃ
ん
は
、
パ
ジ
ャ
マ
に

糖
茜
え
て
洗
面
所
の
鏡
の
前
で

す
。「
あ
っ
ち
ゃ
ん
、
ち
ゃ
ん
と
歯

・
を
み
が
声
汞
し
た
か

」
と
マ
マ
の

声
で
す
。

「
は
あ
い
、
ち
ゃ
ん
と
み
が
い

た
よ
っ
」
と
お
返
事
し
た
あ
っ
ち

ゃ
ん
で
し
た
が
「
ほ
ん
と
う
は
こ

の
ご
ろ
ち
ゃ
ん
と
ゴ
シ
ゴ
シ
み
が

い
て
い
な
い
な
あ
、
だ
っ
て
ぐ
ち

ゅ
ぐ
ち
ゅ
ぺ
っ
の
方
が
か
ん
た
ん

な
ん
だ
も
ん
。
で
も
、
む
し
歯
が

で
き
て
な
い
か
な
」
ち
ょ
っ
ぴ
り

心
配
に
な
っ
た
あ
っ
ち
ゃ
ん
は
、

鏡
に
、お
口
を
写
し
て
み
ま
し
た
。

「
あ
れ
っ
、
ぼ
ぐ
の
白
い
歯
が

茶
色
に
な
っ
て
い
る

」
あ
っ
ち
ゃ

ん
は
あ
わ
て
て
、
ゴ
シ
ゴ
シ
シ
ュ

シ
ュ
と
み
が
い
て
み
ま
し
た

。
あ

っ
ち
ゃ
ん
が
い
く
ら
騁
い
て
も
き

れ
い
に
な
り
ま
せ
ん

。

「
ぼ
く
の
歯
む
し
歯
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
か
な
あ
。
ど
う
し
よ

う
」「

そ
う
だ
」、
あ
っ
ち
ゃ
ん
は
、

一

疋
ま
し
た
。「
マ
マ
は
む
し
歯
も

歯
の
病
気
な
の
よ
と
い
っ
て
い
た

か
ら
、病
気
を
治
さ
な
く
っ
ち
ゃ
」

「
そ
う
だ
、
ほ
く
の
歯
も
廁
気

だ
か
ら
。
こ
の
串
ま
静
か
に
寝
よ

う
。
お
や
す
み
な
さ
い
」

次
の
日
、
あ
っ
ち
ゃ
ん
は
、
マ

マ
に
お
口
の
中
を
み
て
も
ら
い
ま

し
た
。

「
ね
っ
マ
マ
、
む
し
歯
に
な
っ

た
歯
治
っ
て
る
で
し
ょ
う
。
ぽ
ぐ

静
か
に
し
て
い
た
よ

」
マ
マ
が
あ

っ
ち
ゃ
ん
の
お
口
の
中
を
み
て

「
ま
あ
」
と
驚
き
ま
し
た
。『
あ
っ

ち
ゃ
ん
、
あ
っ
ち
ゃ
ん
の
大
切
な

歯
が
む
し
鵬
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

よ
う
ね
。
早
く
歯
医
者
さ
ん
へ
行

き
豕
し
ょ
う
ね
」
あ
っ
ち
ゃ
ん
は

マ
マ
に
つ
れ
ら
れ
て
、
歯
医
者
さ

ん
へ
行
さ
ま
し
た
。

ピ
ュ
ー
ピ
ュ
ー
、ガ
リ
ガ
リ
サ

ッ
サ
[
ほ
ら
、あ
っ
ち
ゃ
ん
、ち

ゃ
ん
と
菌
の
ぱ
い
菌
を
退
治
し
た

よ
」と
先
生
が
に
こ
に
こ
し
て
い

い
ま
し
た

。

『
む
し
鵬
は
風
邪
や
お
ひ
ぎ
の

け
が
と
違
っ
て

、
じ
っ
と
寝
て
い

て
も
よ
く
な
ら
な
い
の
だ
よ
。
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
お
囗
の

中
の
ぱ
い
菌
が
、
ど
ん
ど
ん
増
え

て

、
あ
っ
ち
ゃ
ん
の
大
切
な
歯
を

こ
わ
し
て

、
小
さ
な
{
(が
大
き
く

な
る
ん
だ
。
あ
っ
ち
ゃ
ん
は
、
歯

に
穴
が
あ
く
と
痛
く
て

、
ご
は
ん

も
た
べ
ら
れ
な
く
な
る
し
、
お
い

し
い
も
の
も
み
て
い
る
だ
け
。
い

や
だ
る
つ
。
だ
ん
だ
ん
に
元
気
が

な
く
な
っ
て
お
友
達
と
も
遊
べ
な

く
な
る
し

、
詞
気
に
も
な
っ
て
し

ま
う
ん
だ
よ
」

あ
っ
ち
ゃ
ん
は
こ
っ
く
n
う
な

づ
さ
ま
し
た

。

「
あ
っ
ち
ゃ
ん
。
今
度
か
ら
食

べ
た
ら
き
ち
っ
と
歯
を
磨
く
ん
だ

ぞ
、
お
約
束
だ
よ
」「
は
あ
廿

「
そ

れ
か
ら
お
母
さ
ん
も
、
毎
B
歯
を

磨
い
た
あ
と
点
検
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い

。
そ
し
て
み
が
き
直
し
も

お
願
い
し
ま
す
よ
」『
は
い
わ
か
り

ま
し
た

』

あ
っ
ち
ゃ
ん
は
、
歯
医
者
さ
ん

に
む
し
歯
を
治
し
て
も
ら
っ
て
お

家
へ
帰
り
ま
し
た
。

む
し
歯
は
、
他
の
疾
痾
と
異
な

り
自
然
治
ゆ
し
な
い
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
む
し
歯
を
作
ら
な
い
こ
と

は
最
艮
な
事
で
す
が
、
も
し
で
き

て
し
ま
っ
た
ら
、
初
期
の
う
ち
見

の
が
し
の
な
い
よ
う
に
、
常
に
お

囗
の
中
に
関
心
を
も
つ
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
を
む

し
歯
か
ら
守
り
、
よ
い
歯
で
丈
夫

な
強
い
子
に
育
て
て
行
く
た
め
に

も
、
研
極
的
に
歯
科
医
院
や
保
健

所
で
定
期
健
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

―
保
健
所
―
歯
科
衛
生
相
談
室
よ

り

〝緑
の
大
敵
〟

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
を

退
治
し
ょ
う

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
い

ろ
い
う
な
植
物
の
葉
を
食
べ
、
樹

木
に
大
忝
な
被
害
を
与
え
る
害
虫

で

、6
月
と
8
月
に
発
生
し
ま
す
。

こ
の
害
虫
は
、6
月
に
完
全
に
退

治
す
れ
ば
、8
月
に
は
ほ
と
ん
ど

発
生
し
ま
せ
ん
。

樂
の
う
ち
に
駆
除
す
る
こ
と
が

嚴
も
効
果
的
で
す
。

▽
巣
の
見
つ
け
方

こ
の
害
虫
は
、
葉
の
裏
に
群
か

っ
て
巣
を
作
り
ま
す
。
は
じ
め
の

菓
の
表
皮
だ
け
を
残
し
て
食
べ
る

の
で
葉
は
透
け
て
見
え
る
様
に
な

り
、
た
や
す
く
発
見
で
き
ま
す
。

▽
巣
を
取
り
除
く
に
は

巣
を
見
つ
け
た
ら
、そ
の
技
葉

を
切
り
取
n
諂
み
つ
ぶ
歹
か
、焼

却
し
て
く
だ
さ
い
。2
～
3
日
放

置
す
る
と
、
幼
虫
は
散
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

薬
剤
の
散
布

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
一

斉
に
発
生
」I
す
。そ
の
た
め
、

駆
除
も
一
斉
に
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
は
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
寿
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

各
家
庭
の
樹
木
、
庭
木
は
、
皆

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

し
か
し
、5
メ
ー
ト
ル
以
上
の

も
の
、
多
量
に
あ
る
、
所
有
者
が

不
明
な
ど
で
駆
除
の
困
難
な
も
の

は
、
区
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
地
域
で
駆
除
す
る
方
の

た
め
に
、
各
出
張
所
に
動
力
噴
罵

機
と
薬
剤
を
配
置
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
学
校
、
公
園
、街
路
な

ど
の
樹
木
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理

者
が
、
ま
た
都
住
、
公
団
な
ど
は

そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
者
が
、
集
中
的

に
駆
除
し
ま
す
。

緑
を
守
り
、
緑
豊
か
な
足
立
区

に
す
る
た
め
に
、ア
メ
リ
カ
シ
ロ

ヒ
ト
リ
を
み
ん
な
で
退
治
し
ま
し

ょ
う
。

問
合
せ
先
　
防
疫
指
導
係

☆
荒
川
に
鯉
の
放
流
(
区
内
釣
り

震
好
団
体
ほ
か
)

荒
川
の
自
然

環
塊
を
良
く
し
、
さ
ら
に
青
少
年

の
健
全
齊
成
の
た
め
に
/
6

月
9

日
、
午
前
1
0時
か
ら
/
荒
川
右
岸

(
西
新
井
橋
際
)
/

約
2
万
匹
を

放
流
し
嫐
歹
/
▽
荒
川
に
魚
を
育

て
る
会
　
8
8
1
6
2
1
5

☆
熟
年
者
健
康
社
交
ダ
ン
ス
　
毎

週
日
曜
日
、
午
前
1
0時
～
正
午
/

産
業
振
興
館
/
入
会
金
千
円
/
月

額
3
千
円
/
申
込
は
直
接
会
場
へ
/

▽
麻
生
　
朏
0
2
2
1

☆
健
康
体
操
　
主
婦
中
心
で
柔
軟

体
操
や
ジ
ャ
ズ
体
操
/
毎
週
木
曜

日
、
午
前
1
0時
I
H

時
3
0分
/
竹

の
獗
温
水
プ
ー
ル
/
入
会
金
崩
円

月
額
千
沺
円
/
▽
坂
郁
　
8
5
9
0
8

☆
書
道
教
室
　
毎
月
第
1
・
3
火

曜
日
、
午
後
6
時
1
8

時
3
0分
/

竹
の
塚
社
会
教
育
鹿
/
月
額
2
千

沺
円
/
▽
森
田
　
醤
l
a
9

☆
3
B
体
操
サ
ー
ク
ル
　
毎
週
火

曜
日
、午
前
1
0
時
3
0
分
～
正
午
/

中
央
本
町
社
会
教
育
館
/
女
性
を

対
象
/
入
会
金
1
千
円
、
月
額
1

千
円
/
申
込
は
直
接
会
場
へ
/
▽

原
田
　
叫
1
9
0

☆
高
齢
者
軟
式
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
　

月
3
回
(
主
に
日
曜
)
/

区
営
コ

ー
ト
他
/
男
・・・
6
0歳
以
上
、
女
・
:
4
0

歳
以
上
/
月
額
千
円
/
▽
坂
梨

　
8
8
3
4
8
4
3

☆
籐
工
芸
　
毎
月
第
1
・
―
木
曜

日
、
午
前
1
0時
～
午
後
0
時
3
0分
/

保
碾
社
会
教
育
館
/
月
額
千
瞋

円
/

▽
神
　
a
6
4
6
9

☆
足
立
リ
ト
ル
リ
ー
グ
(
硬
式
野

球
)

小
学
2
年
か
ら
6
年
生
を

募
集
/
毎
週
日
曜
日
、
祝
祭
日
/

東
武
線
堀
切
駅
前
グ
ラ
ン
ド
/
月

額
2
千
沺
円
/

岡
・
‘朏
6
4
0
8

☆
大
極
拳
教
室
　
毎
週
火
曜
日
、

午
後
7
時
～
9
時
/
弘
道
住
区
セ

ン
タ
ー
/
月
額
2
千
沺
円
/

▽
宮

下
　
碵
9
2
2
6

☆
中
国
語
講
習
会
　
月
3
回
(
金

曜
)
、午
後
7
時
3
0
分
～
9
時
3
0
分

/
弘
道
住
区
セ
ン
タ
ー
/
月
額
2

千
沺
円
/
▽
宮
下
　
8
8
9
9
2
2
6

☆
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
会
員
募
集
　
第

1
・
3
・
4
土
曜
日
、午
前
1
0
時

3
0
分
I
正
午
/
亀
有
信
用
金
庫
　

(
竹
の
塚
駅
西
口
)
/
1
8
歳
以
上

の
女
性
/
入
会
金
2
千
哨
円
、月

額
2
千
沺
円
/
往
復
ハ
ガ
キ
で
/

小
塚
幸
子
〒
1
2
1
竹
の
塚
―
～
2
9
～

☆
英
会
話
生
徒
募
集
　
毎
週
木
曜

日
、午
峻
6
時
3
0
分
～
8
時
/
還

藤
ビ
ル
(

千
住
3
-
6
)
/

無
料
/

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
　
M
2
a
1
　
(

午
前
1
0時
ま
で
)

☆
軟
式
庭
球
ク
ラ
ブ
　
毎
週
木
曜

日
、午
前
1
1
時
～
午
後
3
時
/
宮

元
公
園
テ
ニ
ス
場
/

入
会
金
千

円
、
月
額
千
緊
円
/
▽
中
村
　
跏
2
5
5
3
(

午
後
5
時
以
降
)

☆
茶
通
(
表
千
家
)
初
心
者
募
集

毎
月
第
2
・
t
木
曜
日
、午
後
7

時
か
ら
/
中
央
本
町
社
会
教
育

館
/
入
会
金
1
千
円
、
月
額
2

千
円
/
申
込
は
往
復
(
ガ
キ
で
/

根
本
明
美
〒
a
東
和
3
-
2
-
1
0
/

根
本
　
瞋
7
1
6
6
　
(

夜
間
7

時
I
9

時
)

☆
な
ぎ
な
た
初
心
者
講
習
会
　

6
月
8
日
、1
5
日
、午
後
3
時
～

4
時
3
0
分
、6
月
1
2
日
、1
9

日
、
午
後
7
時
～
8
時
3
0分
/

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
/
6

月
9
日
、1
6日
、
午
後
2

時
3
0

分
～
4

時
/
千
寿
第
4
小
学
校
/

小
学
4
年
以
上
の
男
・
女
/

参
加
費
緊
円
、
な
ぎ
な
た
用
具

は
連
盟
で
用
意
/
▽
内
田
　
8
8
6

☆
伝
統
工
芸
家
具
展
(
地
域
意

業
で
あ
る
冢
具
に
採
り
入
れ
た

伝
統
工
芸
の
理
解
を
深
め
よ

う
)
6
月
8
a
、9
日
、午
前

9
時
1
午
後
5
時
/
産
業
振
興

館
/
イ
チ
モ
ク
家
具
/
▽
市
川

8
9
0
5
9
q
`
6

夏花品評会
日
程
　
6
月
1
3日
・
1
4日

場
所
　
産
葉
振
興
齠

対
象
　
区
内
花
き
栽
培
農
家

目
的
　
夏
作
花
き
の
喞
産
と

品
質
の
向
上
を
図
り
、
あ

わ
せ
て
そ
の
実
態
を
一
般

に
紹
介
し
ま
す
。

柬
鉢
物
の
即
売
も
行
い
ま

す
。

問
合
せ
先
　
農
産
係

電 話 番号一 覧
足 立 保 傭 所　855 ・4151
千 住 保 健 所　888- 4277

中央本町保健相談所　8801165

東 和 保 健 相 談 所　606 ・4171江 北 保 健 相 談 所　8964004

※ かん検診セ冫夕一一t 14内I x; こ受二tな・, だJ j a、所菅の保鮭・i 、保鍵刊141111で, 梵台票を交付します。

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
解
消
す
る

た
め
の
運
動
(
3
)

明
治
の
は
じ
め
に
お
け
る
解

放
令
の
矛
盾
と
王
申
戸
籍
に
よ

る
新
し
い
身
分
差
別
は
、
今
日

ま
で
留
落
差
別
と
し
て
残
る
結

粱
と
な
り
ま
し
た

。

つ
ま
り
、
明
治
の
は
じ
め
に

せ
っ
か
く
解
放
令
が
出
さ
れ
な

が
ら
、
実
質
的
な
解
放
を
保
嘩

す
る
行
政
施
策
が
行
わ
れ
な
か

っ
た
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
そ
の
後
に
、
み

ず
か
ら
の
男
力
で
同
和
地
区
を

改
善
し
よ
う
と
す
る
自
主
的
な

運
動
が
同
和
地
区
の
人
び
と
の

あ
い
だ
か
ら
起
っ
た
こ
と
は
注

目
さ
れ
ま
す
。

明
治
政
府
の
政
治
は
、
萵
閥

専
制
の
政
治
で
あ
り
、
そ
の
政

策
は
富
国
強
兵
、
殖
産
興
業
か

中
心
で
し
た
。こ
の
た
め
、
政

府
と
桔
び
つ
い
た
少
数
商
人
だ

け
が
利
茲
を
ひ
と
り
じ
め
す
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
反
対
し
た
民
悶
資
本

家
や
。
税
金
だ
け
が
唄
く
て
、

政
治
に
対
し
て
意
見
を
の
べ
ら

れ
な
い
こ
と
に
不
平
を
も
つ
地

主
、
さ
ら
に
明
治
の
初
年
に
お

い
て
、
日
本
経
済
が
大
き
く
ゆ

れ
動
き
、
影
響
を
受
け
た
多
数

の
中
小
農
民
な
ど
が
政
治
に
強

い
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

や
が
て
、こ
う
し
た
政
治
に

反
対
し
た
人
ぴ
と
は
「
憲
法
を

制
定
せ
よ
丶
「
国
会
を
開
設
せ

よ
」
な
ど
と
い
っ
た
要
求
を
す

す
め
て
い
く
運
励
を
お
こ
し
ま

し
た
。こ
れ
が
自
由
民
権
運
動

で
、
人
間
の
自
由
と
権
利
を
求

め
る
運
動
で
す
。

こ
の
人
権
を
求
め
る
運
動
に

は
、
解
放
令
に
失
望
し
て
い
た

同
和
地
区
の
人
び
と
の
郎
落
解

放
の
願
い
と
結
び
つ
い
て
。
各

地
の
同
和
地
区
か
ら
こ
の
運
動

に
参
加
す
る
人
が
で
て
き
ま
し

た
。こ

の
自
由
民
権
運
動
に
よ
っ

て
、
明
治
1
4年
に
政
府
は
国
会

を
閧
く
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た

が
そ
の
一
方
で
、
集
会
、一丿
諭
、

結
社
な
ど
の
自
由
を
せ
ば
め
、

數
し
く
と
り
し
ま
り
、
や
が
て

自
由
民
権
運
魴
は
く
ず
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
同
和
問
題
に
闃
す
る
間
い
凸

わ
せ
は
、
区
役
所
同
和
対
策
担

当
へ

。

ひ

ろ
ば

※
先
着
順
で
、

一
団
体
一
S
業
、3

ヵ
月
間
再
掲
載
は

で
き
ま
せ
ん
。

【投
稿
規
程
】サ
ー
ク
ル
情
報
、催
し
も
の
な
ど
の
案
内

に
ご
利
用
ぐ
だ
さ
い
/
営
利
、宗
教
、政
治
目
的
の
も
の
、

投
稿
内
容
が
不
傭
の
も
の
は
掲
載
で
浹
汲
せ
ん
/
先
着
順
/

一
団
体
一
事
業
と
し
て
3

ヵ
月
間
再
掲
載
は
不
可
/
原
稿
は

手
短
か
に
袤
こ
め
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
气

団
体
名
、

費
用
(
金
額
・
使
途
)
、
電
話
連
絡
先
(
昼
)
を
明
記
し
て
、

郵
送
ま
た
は
持
参
の
こ
と
/

採
否
は
連
絡
し
ま
せ
ん
/
掲
載

後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
/

締
切
り
は
、
発
行
日
―
ヵ
月
前

投
稿
・
聞
合
せ
先

広
報
課
(
〒
Ⅲ
千
住
1
1
4
-
1
8
)

相 談
区

民
相

談
室
　

午
後

一
時
～
四

時

▽
法
律
相
談
…
…
…
…
…
…
…
毎
週
月
・
木
曜
日

(
第
二
庁
舎
は
第
三
水
曜
日
の
み
)
　

予
約
制
…
…
電
話
予
約
可
能

▽
税
務
相
談
…
…
…
…
…
…
…
…
…
毎
週
金
臓
日

▽
行
政
相
談
…
…
…
…
…
…
…
毎
月
第
一一一
金
曜
日

▽
人
権
身
の
上
相
談
…
…
…
…
毎
月
第
一
一
火
曜
日

区

民

相
談

室
　
午

前
九

時
I

午
後
四

時

(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

▽
一
般
相
談
…
…
…
…
…
日
・
祝
日
を
除
く
毎
日

▽
結
婚
相
談
…
…
日
・
祝
・
木
曜
日
を
啄
ぐ
毎
B

▽
交
通
事
故
相
談
日
・
祝
・
土
曜
日
を
除
く
毎
日

婦
人
団
体
・
グ
ル
ー
プ
名
簿
の

登
録
に
ご
協
力
を

あ
だ
ち
の
女
性
の
皆
さ
ん

か

、
情
報
交
換
や
交
流
を
深
め

る
た
め
、
ぽ
で
は
婦
人
団
体
、

自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
の
名
釼
を

つ
く
り
ま
す
。

区
内
で
活
動
を
し
て
い
る
地

域
活
動
団
体
、
婦
人
問
題
な
ど

の
自
t
学
習
グ
ル
ー
プ
、
荅
極

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
、
趣
味
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
グ
ル
ー
プ
な
ど

で

。
活
動
の
主
体
が
女
性
で
あ

る
i
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
、
団

体
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
の
申
し
込
み
用
紙
は
、

区
内
各
社
会
教
育
館
、
青
年
館

に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
婦
人
対

策
掴
当
で
は
電
話
に
よ
る
受
付

も
行
っ
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
婦
人
対
策
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催 し 物

募
集

足
立
文
化
寄
席

落
語
界
の
鬼
才

三
遊
亭
　
圓
丈
来
る
!

日
時
　
6

月
2
8日
(
金
)
午
後
7

時
間
演

場
所
　

竹
の
竰
社
会
敵
育
館

大

ホ
ー
ル

内
容
　
三
遊
亭
圓
丈
、
春
日
三
球

・
照
代

そ
の
他

鑑
賞
券
　
前
売
千
円

(竹
の
獵
社
会
教
育
館
、
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
西
新
井

区
民
ホ
ー
ル
、
産
業
振
興
館
で

取
扱
中
)

問
合
せ
先
　
公
社
文
化
事
業
課

昌
一
8
2
1
1

地
下
鉄
漫
才

春
日
三
球
、照
代

も
出
演

東和社会教育館　 　628- 6201( 〒120 東和3・12- 9)

勤労福祉会館 　840- 2525( 〒123 中央本町1- 17- 11)

屋 外 プ ー ル 利 用 案 内

総 合 ス ポ ー ツセ ン タ ー 　859- 8211 ・〒12】t傑木問2- 2?・】|

7 月1 日オープン

区内プール
屋外

団
体
利
用
受
付
開
始

平
日
の
午
前
(
9

時
3
0分
～
H

時
3
0分
)
は
、

団
体
利
用
が
で
宍
ま

す
(
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
プ
ー
ル
は
除
く
)
。
団
体
利
用
希
望
の
方

は
、6
月
1
3日
(

木
)
午
前
9
時
よ
り
、
竹
の

獵
温
水
プ
ー
ル
で
受
け
付
け
奪
歹
。
6
月
M
日

以
降
の
番
9
付
け
は
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
で
も
鷽
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
団
体
利
用
の
申
し
込
み
は
、
利
用
日

の
1
0日
前
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は

、
竹
の
詼
温
水
プ
ー
ル

　
a
l
l
l

へ
。

。ア
ル
バ
イ
ト
募
集

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
プ
ー
ル
で
ア
ル
バ

イ
ト
を
募
笑
し
ま
す
。

泳
力
、
体
力
に
自
信

の
あ
る
方
、
水
泳
関
係

の
有
賢
格
者
は
優
遇
し

ホ
す
。

期
間
　
6
月
3
日
I
9

月
1
7日

応
募
資
格
　
1
8歳
以
上

の
男
女
で
ラ
イ
フ
ガ

ー
ド
と
受
付
業
務
が

兼
務
で
き
今
人

面
接
日
時
　
6
月
1
4日

～
1
8日
、
午
前
9
時

～
午
陵
4
時
(
電
話

で
予
杓
し
て
く
だ
さ

い
)

面
接
場
所
　
総
合
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ブ
ー

ル
事
務
所

問
合
せ
先
　
公
社
ス
ポ
ー
ツ
部
サ

ー
ビ
ス
課

　楠
百
2
1
1

楽しみませんか
区内キャンプ

開
設
期
間
　
7
月
6
日
～
9
月
1

日
開
設
場
所
　
元
溯
江
公
園

対
象
　
野
外
活
動
講
座
等
の
終
了

者
利
用
方
法
　
2
泊
3
日
を
限
度
と

し
午
後
1
時
入
飼
、
午
前
H
時

退
場

抽
選
日
時
　
6
月
1
9日
、
午
後
7

時
(
2
0日
以
降
は
、
青
少
年
係

へ
)

抽
選
会
場
　
竹
の
塚
社
会
教
齊
館

申
込
・
問
合
せ
先

青
少
年
係

手
芸
教
室

日
時
　
6
月
2
2日
(
土
)
午
後
1

時
1
4
時
3
0分

場
所
　
花
畑
セ
ン
ター
-

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
婦
人

内
容
　
ビ
ー
ズ
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー

「
コ
サ
ー
ジ
」

定
員
　
3
0
名
(
先
着
一
)

費
用
　
千
瞋
円
(
当
R
持
参
)

申
込
方
法
　
直
接
窓
口
ま
た
は
I

話
申
込
・
問
合
せ
先
　
花
畑
セ
ン
タ

ー

　
8
5
0
2
6
1
7

園

芸

教

室

日
程
　
年
間
4
回
(
6

・
7
・
1
1‥

・
3
月
)

場
所
　
老
人
会
館

対
象
　
員
6
0
斌
以
上
の
区
民

内
容
　
ミ
ニ
盆
栽
の
育
て
方

定
員
　
3
0
名
(
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
)

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
直
接
窓
口
ま
た
は
電

話
申
込
期
限
　
6

月
認
日
(
水
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
老
人
会
館
　

a
1
7
3
2

図
書
館
の
臨
時
休
館

□
千
住
・
宮
城
・
弥
生
各
図

S
館
6

月
1
4
-
2
8
E

□
竹
の
塚
・
佐
野
図
S
館
　

6
月
1
4
～
2
5
日

※
館
内
塵
理
の
た
め
、
右
の

と
お
り
休
館
し
ま
す
。

あだちの
顔活

動

大
写

真

弁 士

東
和
在
住
　
松
田
さ
ん

束
京
都
文
化
賞
受
賞

東
京
都
文
化
賞
・
:東
京
に
か
か
わ
り

の
深
い
文
化
的
業
績
を
あ
げ
た
人

な
ど
に
贈
る
賞
と
し
て
昨
年
H
月

創
設
。
第
1
回
は
本
年
F

‘
4

月
1
2日
松
田
さ

ん
始
め
I
人

が
受
賞
し

ま
し
た

。

松
田
響
翠
さ
ん
(
6
0
)
・・・
現
在
、

歓
少
な
い
活
動
弁
士
の
一
人
。
弁
士

の
父
か
ら
教
え
を
受
け
、
半
世
紀
に

わ
た
り
無
声
映
画
の
発
掘
、
保
存
に

努
め
て
こ
β
れ
｀
C
た
。
集
め
た
無

縊

圃
の
数
-
覽
羊

巻
以
上
、
時
代

を

ば
せ
る
映
写
機
や
映
画
関
係
賢

料
な
ど
、
松
田
宅
は
、
ま
さ
に
映
回

資
料
館
と
い
え
ま
す
。

-
い
ま
、無
声
映
画
が
オ
ー
ル
ド

フ
ァ
ン
の
み
な
ら
ず
若
者
の
間
で
も

人
気
を
呼
ん
で
い
る
そ
う
で
す
が

松
田
「
5
0
～
6
0
年
も
昔
の
映
画
で
あ

り
な
が
ら
、
そ
こ
に
流
れ
る
テ
ー
マ

は
、
現
代
人
を
十
分
に
考
え
さ
せ
る

も
の
が
あ
り
奪
T
。
結
局
、
音
の
な

い
映
図
で
も
人
間
り
心
に
訴
え
る
も

の
は
同
じ
と
い
う
こ
と
で
す
か
ね
」

と
S
つ
ぼ
ぐ
語
る
自
称

泓

嬲

さ

ん
。

作
品
募
集
中

第19回 区展
6/ 15～7/13　区民ギャラリー

芸
術
・
文
化
を
愛
す
る
区
民
の

作
品
発
表
の
場
と
し
観
し
ま
れ
て

い
'
{
蔦
立
区
展
も
1
9
回
t
ｔ
堋
え

ま
し
た
。

今
年
も
区
民
の
力
作
が
展
示
さ

れ
掌
す
の
で
ご

男

瓦
で
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

な
お
、
た
だ
い
ま
作
品
の
募
集

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ

て
ご
応
募
ぐ
だ
さ
い
。

<
応
募
規
程
>

少
年
の
部
・
一
般
の
部

洋
画
。
彫
塑
、
S
遭

応
募
資
格
　
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者

応
募
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
に

記
入
し
て
搬
入
日
に
作
品
と
I
　

緒
に
会
場
に
持
参

※
甲
込
用
紙
・
要
領
は
文
化
係
、

各
社
会
教
育
館
、
青
年
館
、
西
新

井
区
民
ホ
ー
ル
に
あ
り
l
f
'
。

搬
入
・
搬
出
日
時
・
展
覧
期
間

左
表
の
と
お
り

問
合
せ
先
　
文
化
係

特
別
区
職
員
(
大
学
卒
程
度
)
募
集

職
種
、
試
験
区
分
、
採
用
予

定
数
、
受
験
資
格
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。
受
験
資
格
の
畔
細

は
、
採
用
試
験
公
告
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
　
▽
郵
送
申
込
期
限

・・・
6
月
1
4日
(
当
日
消
印
有

効
)

▽
持
参
申
込
期
間
…
6
月
1
7

日
1
1
9
B

午
前
1
0時
～
午

後
4
時

申
込
先
　

▽
郵
送
申
込
・・・
特
別

区
人
事
委
貝
会
事
筋
局
任
用

課
〒
囘
千
代
田
区
九
段
北
1
-
1
-
4

東
京
区
政
会
館

内▽
持
参
申
込
・・・
各
区
役
所
人

事
衵
当
課
、
ま
た
は
郵
送
申

込
先
と
同
じ

試
験
日
　
7

月
2
1日
(
日
)

問
合
せ
先
　
特
別
区
人
串
委
員

会

　
s
0
6
7
1
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掲
示
板

☆
水
道
の
訪
問
診
断

水
道
局
で
は
、
6
月
か
ら
9

月
に
か
け
て
都
内
全
家
庭
を
防

問
し
、
漏
水
の
調
査
、
節
水
コ

マ
の
取
n
'付
け
方
の
指
導
な
ど

無
料
で
実
施
し
ま
す
。

調
査
揖
は
、
身
分
証
明
S
、

腕
章
を
肴
用
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

水
'
瀝
一
足
立
東
営

業
所
酋
鳫
2
1
5
1

、
足
立

西
倉
業
所
酋
謳
4
2
2
1

☆
犯
罪
捜
査
に
ご
協
力
を

◎
事
件
の
発
生
を
知
っ
た
と
き

は
、
た
だ
ち
に
1
1
0番
を

◎
被
害
に
遭
っ
た
時
は
必
ず
届

出
を

◎
犯
罪
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る

こ
と
は
積
極
的
に
通
報
を

◎
闃
夸

」
み
捜
査
に
ご
協
力
を

A
審
観
庁
V

☆
分
別
収
集
の
ご
協
力
を

《
分
別
収
集
と
は
》
可
燃
ゴ

ミ
と
は
別
に
不
燃
初
、
焼
却

不
適
物
夸
豕
こ
め
て
収
集
す

る
こ
と
を
い
い
奪
T
。
収
集

は
週
―
回
で
す

《
分
別
ゴ
ミ
と
は
》

▽
焼
却
不
酒
物
・・・
ブ
ラ
ス
チ
ッ

ク
、
皮
革
、
ゴ
ム
類
な
ど

▽
不
燃
初
・
:金
員
、
ガ
ラ
ス
、

岡
磁
器
、
乾
電
池
、
電
球
な
ど

《
使
用
済
み
乾
電
池
に
つ
い
て

お
願
い
》

▽
水
銀
電
池
を
含
む
す
ぺ
て
の

ボ
タ
ン
型
電
池
・・・電
気
店
等

の
回
収
箱
へ

▽
簡
型
乾
一
池
・・・
従
来
ど
お
り

不
燃
物
と
し
て
分
別
ゴ
ミ
に

入
れ
て
く
だ
さ
い

《
足
立
東
・
西
清
掃
事
務
所
》

☆
警

察

官

募

集

対
象
　
大
学
卒
(
刄
込
み
も
含

む
)
、
高
卒
男
子

第
一
次
試
験
日
・
場
所
　
6
月

3
0日

一

察
学
校

受
験
申
込
書
　
都
内
一
瓢
翳
派

出
所
、
駐
在
所
に
あ
n
ま
す

申
込
期
限
　
6

月
2
3日
(

消
印

有
効
)

く
わ
し
く
は
、
県
寄
り
の
警

察
署
、
派
出
所
へ
。

K. O　240, 000


